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１． RICE ⼤学での研究活動 
私の受け⼊れ先研究室 Rice Efficient Computing Group は、Department of Electrical and Computer 
Engineering に属する研究室の⼀つです。Lin Zhong 先⽣は学部、修⼠課程を清華⼤学で、PhD をプリン
ストン⼤学で取得された⽅です。 
研究では、Radio Frequency Wave(10^4 〜 10^12 Hz)の処理を改善するプロジェクトに関わりました。
私たちのプロジェクトは、波の処理を改善するために、ベースステーション（波を受け取る受信機）に設
置するアンテナの数を増やし、より広範囲に送受信する波を処理することが⽬的です。最近は、波の反射
を応⽤して、画像処理にもつなげようとしているところに僕も加わりました。波の処理にはたくさんの⽅
法がありますが、僕はその中でも 2 つの処理⽅法のアルゴリズムの挙動、計算量をシミレーションし、
その問題点、解決策を探りました。2 つの処理⽅法の最終的な挙動は似てるようで⼤きく異なる式で表せ
る、といったことが僕が 5 週間で発⾒したことでした。次のアイデアは、アルゴリズムがどのように計
算量が増えていくかが分かったので、それに応じた受信機を設計することです。具体的には、処理機では
計算を分割する、処理機と中央機の間でのデータのやりとりを簡単にすることが次の課題です。 
 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
このことは、研究室に中国系の⽅が多かったこともあり、これはよく話題になりました。「⽇本や中国を含む
アジアの⼤学の研究室では、教授が研究室の⽣徒にあれこれ指導することが多い。次に何をしたらいいのかを
“先⽣”の⽴場で指導することが多い。⼀⽅で、アメリカでは学⽣はしばしば⼀⼈の研究者として扱われる。教
授は先⽣や、ボスではない。⼀⼈⼀⼈が⾃分の研究に責任をもつことが求められる。」と、Lin 先⽣や他の研究
室の⽅も話していました。私のもう⼀⼈の学部留学⽣は「最初は何をしたらいいのかわからなかった。今は（留
学を通して）⾃分で何をしたらいいのかを考える⼒が付いたと思う」と話していました。 
教授がボスではない、ということは、研究室の皆は教授に研究のことを話しているとき、「はい、わかりまし
た」と⾔うのではなく、⾃分はこう思うのだ、と教授に⾃信をもって話していたということから、納得がいき
ます。私の研究室では個⼈個⼈が違うプロジェクトを持っており、⼀⼈⼀⼈が教授よりも⾃分の研究について
詳しくなくてはなりません。Lin 先⽣は⾔います。”You should learn to challenge your advisor and disagree with 
me”(教授である私に従うのではなく、反論できるようになりなさい。) 
 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 
・⽇本⼈が少ないので現地の学⽣は興味をもって接してくれることが多く、⾃分も相⼿の出⾝国の話が
聞けました。 
・ウーバーでドライバーが話しかけてくることがあり、ライス⼤学に⾏っている、と⾃⼰紹介すると頭が
いいと思われました。ドライバーに思いつくまま質問をするのが楽しかったです。 
・⽇本はとても安全で、街がきれいで豊かなのだと再認識しました。 
・⾷料品は安いですが、レストランはとても⾼かったです。そしてあまりおいしくないです。次の参加者
には⾃炊されることをお勧めします。 
・地区によっては、⽇本⼈が⼀⼈で歩くのは危ない場所があり、知らずに近づいてしまい怖い思いをしま
した。 



 
４．本プログラムに参加の成果・意義 
学部 2 年の夏休みでこのプログラムに参加できたことは、授業で習うことがどのように研究に使われて
いるのかを知ることにつながりました。これからの⼤学⽣活の過ごし⽅が⾒え、学習に対するモチベーシ
ョンが⾼まりました。⾃分の興味を広げるきっかけ、他の⽂化に興味を持つきっかけにもなりました。ど
のように研究が⾏われるのか、研究をするということがどれくらい⼤変なのかが分かりました。英語は全
体的に上達しましたが、特に、初めて論⽂をたくさん読み、英語の読解⼒が⾶躍的に上昇しました。 
 
５．最後に 
⼀期⽣として奨学⾦をいただき、これ以上ないほど充実した夏休みを過ごすことができました。感謝して
もし尽せません。ありがとうございました。 


